
重要-無名-な女性たち

マタイ 15:21-28 
 

15:21 イエスはそこを去ってツロとシドン
の地方に退かれた。15:22 すると見よ。そ
の地方のカナン人の女が出て来て、「主よ、
ダビデの子よ。私をあわれんでください。娘
が悪霊につかれて、ひどく苦しんでいます」
と言って叫び続けた。  
 

15:23 　しかし、イエスは彼女に一言もお
答えにならなかった。弟子たちはみもとに来
て、イエスに願った。「あの女を去らせてく
ださい。後について来て叫んでいます。」 
15:24 イエスは答えられた。「わたしは、
イスラエルの家の失われた羊たち以外のとこ
ろには、遣わされていません。」15:25 し
かし彼女は来て、イエスの前にひれ伏して言
った。「主よ、私をお助けください。」  
 

15:26 　すると、イエスは答えられた。 
「子どもたちのパンを取り上げて、小犬に投
げてやるのは良くないことです。」 15:27 　
しかし、彼女は言った。「主よ、そのとおり
です。ただ、小犬でも主人の食卓から落ちる
パン屑はいただきます。」 15:28 　そのと
き、イエスは彼女に答えられた。「女の方、
あなたの信仰は立派です。あなたの願うとお
りになるように。」彼女の娘は、すぐに癒や
された。

マルコ 7:24-30 
 

7:24 　イエスは立ち上がり、そこから
ツロの地方へ行かれた。家に入って、だ
れにも知られたくないと思っておられた
が、隠れていることはできなかった。 
 7:25 　ある女の人が、すぐにイエスの
ことを聞き、やって来てその足もとにひ
れ伏した。彼女の幼い娘は、汚れた霊に
つかれていた。 7:26 彼女はギリシア人
で、シリア•フェニキアの生まれであっ
たが、自分の娘から悪霊を追い出してく
ださるようイエスに願った。  
 
7:27 　するとイエスは言われた。「ま
ず子どもたちを満腹にさせなければなり
ません。　子どもたちのパンを取り上げ
て、小犬に投げてやるのは良くないこと
です。」7:28 彼女は答えた。「主よ。
食卓の下の小犬でも、子どもたちのパン
屑はいただきます。」7:29 そこでイエ
スは言われた。「そこまで言うのなら、
家に帰りなさい。悪霊はあなたの娘から
出て行きました。」 　7:30 　彼女が家
に帰ると、その子は床の上に伏していた
が、悪霊はすでに出ていた。
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良く知られていない異邦人の女？ 
 

カナン人の女の話は、２つの福音書の中に
出ています。彼女は、教会時代に起こった
大きな変化の事で、時々使徒の働き10章
のコルネリウスと比較されます。十字架と
復活の前には、異邦人とユダヤ人の間には
大きな溝がありました。このような点から
見て、彼女はあまり知られていない存在で
しょうか？今日では、聖書の彼女について
の事は、わりと知られていますが、この話
が起こった当時は、彼女はただの名前も知
られない、異邦人でした。

なぜルカには出ていない？ 
 

マタイとマルコの福音書を読む事以外
に、ルカは彼女について聞いた事がな
かったという可能性はあります。それ
でルカの福音書には出ていなかったの
かもしれません。もう一つの可能性は
ルカの福音書には異邦人である良いサ
マリア人の話が入っているからという
事かもしれません。しかし中心の理由
は、ルカがエルサレムに向かっている
主の姿を描いているのでツロの出来事
が省略された、という事でしょう。

  謙遜なカナン人の女



下の文を読み、正しいと思うものには(○)正しくないものには(X)、部分的に正しいと
思うものには(△)をつけて下さい。

否定的に見ると... 
 

マタイの記事とマルコの記事は全く同
じではありません。いくつかの違いは
見て明らかですが、この２つの記事は
どのくらい違うでしょうか？同じ女性
の同じ娘の事。同じ場所で起きた同じ
奇跡です。そこには、もちろん矛盾は
ありません。ですから、相違点は重要
ですか？その理由について考えるのは
良い事です。 
 

一般的に、イエス様の奇跡と力は、マ
タイよりもマルコの福音書に強調され
ていて、その権威と教えはマタイの福
音書により強調されています。さらに
マタイの福音書はマルコの福音書より
も、ユダヤ人に焦点が当てられていま
す。これらの一般的な違いは、以下で
述べるたくさんの小さな違いを説明し
ています。 

 
距離的な事は重要ですが、カナン人の
女は、単に物理的にイスラエルから遠
く離れていただけではありませんでし
た。彼女は異邦人で、パウロの言葉を
借りれば、約束の契約や、神様からは
遠く離れていた者でした。この霊的な
距離感は、彼女とイエス様の対話の中
にはっきりと見られます。イエス様の
血はまだ流されていませんでした(エペ
ソ2:11-13参照)。  
 

冷たくされる事は辛い事です。弟子た
ちが彼女に冷たくしたのは驚く事では
なかったでしょう。しかしイエス様も
最初彼女に答える事をしませんでした(
マタイ15:23)。これはイエス様の贖い
がまだなされておらず、教会時代がま
だ始まっていなかったからです。彼女
はその事を知りませんでした。

A (      )   マタイの記事とマルコの記事は大きく異なっている。 

A-1 (     )  マルコだけが、家のことに言及している。(マルコ7:24,30) 

A-2 (     )  マルコだけが、イエス様が隠れられなかった事を記している。(7:24)

A-3 (     )  マタイだけが弟子たちの否定的な言葉を記録している。(マタイ15:23)

A-4 (     )  マルコだけが、悪霊の働きについて言及している。(マタイ 15:22, 28)

A-5 (     )  マタイだけがイエス様が最初その女を無視した事を記している。(15:23)

A-6 (     )  マタイの福音書の記録の方が長く、また詳細である。

B (      )   その女性はイエス様とほとんど関係がなかった。

B-1 (     )  彼女はエルサレムから遠い所に住んでいた。

B-2 (     )  イエス様は、彼女は犬だと言われた。(15:26)

B-3 (     )  彼女は自分がふさわしい者でない事を認めた。(15:27)

B-4 (     )  彼女は誰かに紹介されたのではなかった。(マルコ7:25, ルカ7:3)

B-5 (     )  イエス様は、ユダヤ人のための働きが優先だと言われた。(15:24)

B-6 (     )  娘の事で、彼女はおそらく社会的に弱い立場だっただろう。



下の文を読み、正しいと思うものには(○)正しくないものには(X)、部分的に正しいと
思うものには(△)をつけて下さい。

肯定的に見ると... 
 

カナン人とユダヤ人の間にあった、文化
的また霊的なギャップの事を考えると、
彼女がユダヤ人やイエス様に対して敵対
心を持ったとしたら、それは当然のこと
だったでしょう。しかし、彼女はそうで
はありませんでした。ダビデの子に対す
る彼女の信仰は、全てを変えました。自
分たちは取るに足らないとわかりながら、
彼女は助けを求めて来ました。  
 

下のいくつかの問答文は、カナン人の女
と、もっと他に良く知られている聖書の
人物が比べられています。一番大きなコ
ントラストが見られるのは、シリヤの将
軍ナアマンでしょう。彼は、自分のプラ
イドの罪を大きく現しましたが(2列王
5:12)、異邦人の女には国民的なプライド
はありませんでした。イエス様が彼女の
信仰を誉めた理由の一つはおそらくそこ
にあったでしょう。  

  
カナン人の女は、その娘のために長い間
苦しんでいました。そのために彼女が神
様に対して怒る事もできたでしょう。し
かし彼女はむしろ謙遜になって主の助け
を求めました。神様は彼女がメシヤに会
う前から、彼女の心に働かれていたのは
明らかです。それでなければあのような
行動を取ることはできなかったでしょう
から。 
 

本当に謙遜な人というのは、そのような
ものです。主が、謙遜にさせて下さるの
です。聖書的な謙遜の中心の事はそれで
す。しかしもう一面の事も真実です。人
間はそれを拒否する事もできる、という
事です。ペテロが「神の力強い御手の下
にへりくだりなさい」と読者に命じてい
るのは、そのためです(1ペテロ5:6)。

C (      )   その女性は、謙遜に、また賢く話した。

C-1 (     )  彼女はイエス様の言葉を、賢く認めた。(15:26-27)

C-2 (     )  彼女はイエス様をメシヤと呼んだ。(15:22)

C-3 (     )  彼女はイエス様を自分の家に招いた。(マルコ7:30、ヨハネ4:47)

C-4 (     )  彼女の願いはイエス様の力に対しては小さいものだった。(15:27-28)

C-5 (     )  彼女はサマリヤの女のように質問しなかった。(ヨハネ4:12,19)

C-6 (     )  大きな信仰には、謙遜が伴う。(15:27-28, 2列王5:12)

D (      )   イエス様は、その女（と娘に）恵み深かった。 

D-1 (     )  イエス様は彼らを助けるためにツロとシドンに行かれた。

D-2 (     )  イエス様は、彼女が異邦人だったが、あわれまれた。(15:22,24)

D-3 (     )  主はツロの近くで他に多くの奇跡をされなかった。(マタイ11:21)

D-4 (     )  主はただ神学的な事を示すために彼女を使ったのではない。(15:26-27)

D-5 (     )  イエス様は彼女が正しく答えるように機会を与えられた。(15:26-27)

D-6 (     )  イエス様は彼女の答えによって、恵みを与えられた。(15:26-28)



ワークシート答え  
 

彼女はイエス様を自分の家に来てほしいと
は願いませんでした(C-3)。マルコだけが
家の事を言及していますが(A-1)、それは
イエス様が隠れる事ができなかったからだ
とあります(A-1)。悪霊の働きの事が両方
の福音書に言及されています(A-4)。マタ
イの記事の方が少し長いですが、詳細は両
方に出ています(A-6)。２つの記事には少
しの違いがありますが、大半は似ています
(A)。 
 

イエス様は、異邦人について否定的な事を
言うためにツロに行ったのではありません
(D-4)。もしそれがイエス様の目的だった
のなら、その女に答える機会を与えたり、
娘を癒やすこともなかったでしょう。イエ
ス様の旅の回り道の一つの目的は、この女
性を助ける事でした(D-1)。彼女の住む地
方はエルサレムから離れていましたが(B-
1)、ガリラヤとは割と近かったです。  
 

カナンの女は、この何年か後に登場するコ
ルネリウスのようには(使徒10:34-48)十
分受け入れられませんでしたが、イエス様
は彼女を犬とは呼びませんでした(B-2)。
イエス様は話の中で小さな犬の事を出しま
したが、それは彼女が謙遜に知恵をもって
答えさせるためで(D-5)、彼女は見事にそ
うしました(C)。彼女はイエス様の言われ
た事を理解して受け入れ(C-1)、その例え
を用いて、彼女の願いはただ小さなもので
ある事を現しました(C-4)。  
 

彼女は一人で主の元に来て助けを求めまし
た。それは個人的な祈りでした。彼女は繰
り返し願わなくてはなりませんでしたが、
その願いは聞かれました。彼女はイスラエ
ルと直接関係がなかったので(B)、彼女を
イエス様に紹介してくれる者は誰もいませ
んでした(B-4)。彼女はまた、娘の状態の
故に、おそらく自分の回りの社会からも遠
ざけられていたでしょう(B-6)。

それで？ 
 

最も大事なことは、イエス様の憐れみと女
の信仰です。彼女は異教の地に住む(B-1)異
邦人だったにもかかわらず(D-2)、主はあわ
れみを与えて下さいました。しかし彼女の
小犬の例えに対する答えも、重要でした。
イエス様は、彼女が信仰深く謙遜に答えた
ので、祈りが聞かれたと、はっきり言われ
ました(D-6, C-6)。 
 

女が主に言った事で一番大事だったのは、
主の例えに対する謙遜な、信仰に基づいた
答えでした。小犬に例えられたことで怒る
のではなく、彼女はそれを受け入れました。
彼女に知恵をお与えになったのは神様です
が、彼女の答えは彼女自身のものでした。
私たちも、彼女のように神様に謙遜に、知
恵深く近づくために、彼女の答えを理解し
なければなりません(C)。 
 

カナン人の女は、本質的に２つの事を言い
ました。第一に、彼女は主が他の所で偉大
な事をなされている事を認めました。第二
に彼女は、主にパン屑ほどの小さな恵みを
与えて下さるようにと願いました。彼女の
願いは自身にとっては大きな事でしたが、
彼女はそのようには言いませんでした。も
しそうしていたら、彼女はイスラエルに対
してしている主の偉大なみわざを拒んでい
る事になったでしょう。  
 

今日、神様のわざは世界中でなされている
ので、状況はその時とは異なります。しか
し神様が他の所で偉大なわざをなしておら
れる事を認め、その上で自分のいる小さな
所でも祝福して下さるようにと、謙遜に願
う事は大事なことです。プライドは、家庭
の中でも、教会の中でも、また他のどこで
でも、大きな問題になります。私たちが主
ではなく、回りの地域の事や自分の個人的
な事に焦点を置くのなら...。イエス様は偉
大なお方であり、私たちはそうではありま
せん。

適用
あなたが一番重要、また必要と思われる事柄を上から選んで適用して下さい。


